
 

令和７年度 

＜対象設備＞   ※裏面の＜主な要件＞及び手引きをご覧ください。 

受付開始！ 

 

 補助額 （家庭用） 

⑨ １／２（上限３０万円） （太陽光発電設備及び蓄電池と同時設置した場合） 

★ 非ＦＩＴの太陽光発電設備を同時設置した場合は、④と⑤両方申請可 

 

補助額 

（家庭用） 

④ 1／３（上限６万円／ｋWh） ①と同時設置 

⑤ １万５千円／ｋWｈ（上限９万円） ②と同時設置 

⑥ ５万円／kWh（上限なし） 単独設置（卒ＦＩＴなど） 

蓄電池 

 補助額 （家庭用） 

⑦ １／２（上限２５万円）（単独設置） 

⑧ １／２（上限８０万円）（太陽光発電設備及び蓄電池と同時設置した場合） 

家庭用燃料電池（エネファーム） 
 

★ 非ＦＩＴで蓄電池を同時設置した場合は、①と②両方申請可                         
★ ①は単独申請可    

 

補助額 非 FIT の場合 FIT or 非 FIT の場合 

家庭用 ① ７万円／ｋW（上限なし） 
② １万円／ｋW（上限４万円）＋１万円 

※⑤と同時設置した場合 

事業所用 ③ ５万円／ｋW（上限なし）  

太陽光発電設備 

ＮＥＷ！ 

ＵＰ！ 

ＮＥＷ！ 

ＮＥＷ！ 

高効率給湯機器 

向日市ゼロカーボン推進補助金 

太陽光発電設備等設置補助金 
～さあ進もう ゼロカーボンの むこうがわ～ 

☆ 太陽光発電設備（家庭用・非ＦＩＴ）５ｋＷと蓄電池９ｋＷｈを設置する場合 

A 太陽光発電設備：① ３５万円 ＋ ② ５万円 ＝ ４０万円 

B 蓄電池      ：④ ５４万円 ＋ ⑤ ９万円 ＝ ６３万円 

☆ 上記の事例に家庭用燃料電池（エネファーム）１６０万円を同時設置する場合 

Ｃ 家庭用燃料電池：⑧ ８０万円 

Ａ＋B＝１０３万円 

Ａ＋Ｂ＋Ｃ＝１８３万円 

補
助
事
例 



  

 

＜受付方法＞ 窓口（郵送不可） 

＜主な要件＞                 ※詳しくは手引きをご覧ください。 

設置前申請／補助金交付決定後に契約をすること 

設置後申請／設置完了後、指定した日までに申請すること  

 太陽光発電設備（①・③）  

★固定価格買取制度（FIT）や FIP 制度を活用しないこと 

★発電した電気を家庭用は 30％以上、事業所用は５０％以上を 

自家消費すること 

 蓄電池（④）  

★価格が 1５.５万円/kWh （工事費込み・税抜き）以下であること 

 蓄電池（⑥）  

★既設の太陽光発電設備と常時接続すること 

 高効率給湯機器（⑨）  

★従来の機器に対して３０％以上省ＣＯ２効果が得られること 

 

＜受付期間＞ 令和７年４月２８日から受付開始 

※先着順で、予算がなくなり次第終了します。 

 交付申請 実績報告 

設置前 令和８年１月３０日まで 令和８年２月２７日まで 

設置後 令和８年２月２７日まで  

 

＜申請書様式・手引きの入手方法＞ 

受付窓口でのお渡し 又は ＱＲコードからダウンロード 
市補助金 

ホームページ 

＜申請時期＞ 
太陽光 

発電設備 
蓄電池 

家庭用燃料電池 

（エネファーム） 

高効率 

給湯機器 

設置前 ①  ③ ④ ⑦ ⑧ ⑨ 

設置後 ②  ⑤ ⑥   

 <受付窓口・お問い合わせ先> 

向日市 

環境産業部 

ゼロカーボン推進課 

［受付窓口］ 向日市役所本館２階 

[受付時間] 8:30～17：15（平日） 

[電話番号] 075-874-3499（直通） 

いつでも 
相談してね。 


